
消消 防防 だだ
よよ りり

もうすぐ
台風シーズン

毎年、梅雨の時期から秋口にかけて日本列島に接近し、各地で大きな被害をもたらす台風。
毎年来ると分かっていても、対策に遅れが出てしまう事が多々あるのではないでしょうか。
自然災害は突然やってきます。常日頃から十分な対策を心がけるようにしましょう。

（　）は、平成30年累計

合計…… 30件（102件）

・救　急 ……… 27件 （99件） 
・火　災 ……… ０件 （ 0件）
・救　助 ……… １件 （ 1件）

・風水害 ……… 0件 （0件） 
・捜　索 ……… 0件 （0件）
・その他 ……… 2件 （2件）

４月出動状況

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用
火災警報器を設置しましょう。
　住宅用火災警報器の交換の目安は１０年です。定
期的に作動の確認をしましょう。
　○消防法及び市町村条例（平成23年６月施行）により、すべて

の住宅に火災警報器の設置が義務づけられました。

※火入れを行う地域の皆さんは必ず消防
　本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は１１９番へお願い
　します。

新消防団長

平良弘光さん
ひろ みつ

～備えたい台風グッズ～
①停電時に使用する懐中電灯

②着替えやタオル

③ライター．マッチ

④救急薬品

⑤携帯ラジオ

⑥貴重品

⑦断水時にも飲料水の確保で

　きるペットボトルやウォー

　ターサーバー

⑧最低 3日分の非常食

⑨防災グッズセット

～台風対策と防災グッズ～
①窓ガラスの補強

②ベランダの不要物の

　撤去

③雨戸のガタつきの確認

　及び補強

④屋根や外壁等の補強

⑤土嚢の準備

非常用品の備蓄

久米島町
消防団
久米島町
消防団

■家の窓ガラスや雨戸を補強
・強風に備え、窓ガラスのひび割れや窓枠のガタつきがないか調べましょう。
・万が一、窓ガラスが割れた時のためにカーテンなどは必ず閉めましょう。
・雨戸のガタつきや緩み、家の外壁に亀裂等がないか等もチェックしておきましょう。

■家の周りにあるものを移動･固定させる
・風によって飛散する可能性のある植木や置物は室内へ。
・室内へ移動が困難なものは支柱を立てるなどして補強を行いましょう。
・瓦やトタンは強風に飛ばされると大変危険ですので、ひび・割れ・ずれ・剥がれはないか確認し、事前に
修理を行うようにしましょう。

■床下の浸水対策
・浸水の被害を防ぐため、家財や家電等は高所もしくは2階に移動させるのが安全です。漏電や感電を防ぐ
ためコンセントは抜いておきましょう。

☆最新の災害情報の確認
・こまめに気象情報を確認しましょう。

☆近隣の建物や道路を知る
・土砂災害や鉄砲水になるかどうかを見分けるためには、
　平常時と異常時の濁流の流れる方向や速さの違いを確
　認しておくことが大切です。

台風への備え☆家の外の備えを十分に!!

▲辞令交付式

公立久米島病院だより
☎985－5555
受付時間／午前8時30分～11時
　　　　　午後1時～4時

休診日　毎週日曜・月曜　６月23日（土）、７月17日（火）

す。

５
年
後
の

　
健
康
の
た
め
に
！

内
科
　
山 

城
　清 

人

　
琉
球
大
学
附
属
病
院
か
ら
久
米

島
へ
赴
任
し
て
２
年
目
の
山
城
で

す
。
久
米
島
町
の
み
な
さ
ん
５
月

16
日
（
水
）
か
ら
５
月
27
日
（
日
）

に
行
わ
れ
た
住
民
健
診
に
ご
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

ピ
ン
ク
の
ビ
ブ
ス
を
つ
け
た
久
米

島
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ス
タ
ッ
フ
が
声
掛
け
さ
せ
て

も
ら
っ
た
方
々
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
の

あ
な
た
の
生
活
習
慣
が
５
年
後
の

あ
な
た
の
健
康
に
大
き
く
関
わ
っ

て
き
ま
す
。
健
康
な
方
を
そ
の
ま

ま
健
康
の
ま
ま
で
、
高
血
圧
・
脂

質
異
常
症
・
高
尿
酸
血
症
治
療
中

の
方
も
重
大
疾
患
の
予
防
を
目
的

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ご
活
用
下
さ
い
。

　
な
ん
か
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
カ

タ
カ
ナ
が
多
く
て
分
か
り
に
く
い

と
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
病
院
で
は
よ
り
円
滑
に
こ
の

事
業
を
進
め
て
い
く
久
米
島
デ
ジ

タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｋ

Ｄ
Ｈ
）
の
部
署
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
不
明
な
点
の
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
☎
８
９
６

−

７
８
７
０
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。久

米
島
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
募
集
中
！

●
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
機
器
を
用

い
る
人
・ 

用
い
な
い
人
で
健

康
管
理
を
行
い
、
デ
ー
タ
の

推
移
を
み
て
い
く
介
入
研
究

●
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
、
腸
内

細
菌
の
偏
り
、
腸
内
細
菌
の

代
謝
産
物
が
体
内
へ
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か

を
分
析
す
る
観
察
研
究

●
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
機
器
を
用

い
て
尿
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う
研
究

大
人
も
脳
の
仕
組
み
を

知
っ
て
穏
や
か
な
生
活
を

小
児
科
　
渡 

邉
　 

幸

脳
の
司
令
塔
　
前
頭
葉
の
働
き

　
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
前

頭
葉
の
働
き
は
幼
児
期
か
ら
活
発

に
な
り
、
25
歳
頃
に
ほ
ぼ
完
成
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
前
頭
葉
が
働
き
に
く
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

仕
事
で
嫌
な
こ
と
が
あ
り
イ
ラ
イ

ラ
し
て
帰
っ
て
き
た
時
。
子
ど
も

が
ぐ
ず
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
い

つ
も
な
ら
穏
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
で
も
強
く
叱
っ
て
し
ま
っ
た
り

し
ま
す
。

　
多
少
の
波
は
仕
方
な
い
で
す

が
、
大
人
が
そ
の
時
の
気
分
に

よ
っ
て
あ
ま
り
に
も
異
な
る
対
応

を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
は
感
情

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
を
学
べ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

と
接
す
る
大
人
は
自
分
の
脳
の
状

態
を
知
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
前
頭
葉
の
働
き
が
低
下
し
や
す

い
の
は
、
仕
事
が
忙
し
い
・
家
庭

内
の
不
和・お
金
が
な
い
な
ど「
精

神
的
に
余
裕
が
な
い
時
」、
風
邪

ぎ
み
・
睡
眠
不
足
な
ど
の
「
身
体

的
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
時
」

で
す
。
ま
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
２

階
の
大
脳
辺
縁
系
に
作
用
し
て
感

情
の
起
伏
を
大
き
く
し
ま
す
。
生

理
前
に
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
の
は

こ
の
た
め
で
す
。

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の
増
や
し
方

　
逆
に
イ
ラ
イ
ラ
を
鎮
め
、
脳
と

心
を
穏
や
か
に
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン

が
あ
り
ま
す
。
１
階
の
脳
幹
か
ら

出
る
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
と
２
階
の

大
脳
辺
縁
系
か
ら
出
る
「
オ
キ
シ

ト
シ
ン
」
で
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は

抗
う
つ
薬
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
心
を
穏
や
か
に
し
た
り
、

良
眠
を
導
き
ま
す
。
オ
キ
シ
ト
シ

ン
は
「
愛
情
ホ
ル
モ
ン
」
と
言
わ

れ
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
た
り
、

人
へ
の
信
頼
や
愛
情
を
高
め
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
授
乳
の
際
に
母

親
の
脳
内
に
出
る
こ
と
で
有
名
で

す
が
男
性
に
も
出
て
い
ま
す
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
分
泌
を
増
や
す
の

は
、
規
則
正
し
い
生
活
や
入
浴
、

そ
し
て
深
呼
吸
。
オ
キ
シ
ト
シ
ン

の
分
泌
を
促
す
の
は
、
夫
婦
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
子
供
や

ペ
ッ
ト
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
感

動
的
な
映
画
や
本
を
見
る
こ
と
で

す
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
反
対
に
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
は

前
頭
葉
に
強
い
刺
激
を
与
え
る
た

め
、
現
代
人
の
大
き
な
ス
ト
レ
ス

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
忙
し

い
！
」「
疲
れ
た
！
」
と
思
う
と

き
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
離
れ
て

家
族
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
夫
婦

で
会
話
す
る
時
間
を
増
や
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
少
し
心
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
で
き
な

い
く
ら
い
疲
弊
し
て
い
る
！
と
い

う
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
病
院
な
ど
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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